
DispcrsalofModernHumanSinAsia.(eds.

k̂aZaWa.T..̂ oki.K..andKimura.T..pp.

305･320.Hokusen･sha.Tokyo.

4) Kunimatsu.Y.(1992):Allometryofthe

nuchalplaneinhominoids,anditsreduc･

tioninroltltiontobipedalisminhominoids

.In:Topics in Primatology. Vol.3.

Evolutionary Biology. Reproductive

Endocrinology,and Virology.(eds.by

Matano.S.,Tuttle.T.H..Ishida,H..and

Goodman,M.),pp.209-220.Universityor

TokyoPress,Tokyo.

5) Yasui.K., I(unimatsu.Y., Kuga,N.,

Bajope.B..andlshida,H.(1992):Fossil

mammalsfromtheNeogenestratainthe

SindaBasin.EasternZaire.AfricanStudy

Monographs.Suロp.∫ssue.17:87･107.

-和文-

1) 浜田穣･渡辺毅 ･岩本光雄(1992):マカク,

特にニホンザル(Macaca/uscala)の体色変

矧こついて.霊長頬研究,8(1):1-29.

報告 ･その他

一英文-

1) Eds.AkaZaWa,T.,Aoki.I(.,andKimura.T.

(1992):TheEvolutionandDispersalof

ModernIIumansinAsia.pp.660,Hokusen-

sha,Tokyo.

-和文-

1) 岩本光雄縞(1993):霊長類の成長に関する形

態学的･生理学的総合研究.平成4年度科学

研究焚捕助金 (総合A)研究成果報告書.

pp.79.京都大学霊長類研究所.

2) 岩本光雄･浜田穣(1993):ニホンザルの成長.

霊長類の成長に関する形態学的･生理学的総

合研究 (岩本光雄編),pp.3･10,京都大学

霊長類研究所.

3) 木村賛(1992):霊長類の一般嘱乳類と異な

骨力学的特徴.病態生理.ll:959-961.

4) 木村賛(1993):霊長類と一般嘱乳類との骨格

上の力学的差只.平成4年度科学研究補助金

(一般研究B)研究成果報告否(03454030).

pp.23.京都大学霊長頬研究所.

学会発表

一英文-

1) Kimllra.T.andTakahashi.H.(1992):Limb

bonocrosssectionoffossilhumans.

J.̂ nthrop.Soc.Nippon,loot.241.
-和文-

1) 木村f2(1992):ニホンザル長骨断面の年齢変

化について.霊長析研究 8:185.

2) 木村賛(1992):チンパンジーn!動指の発達加

齢.シンポジウム ｢チンパンジー｣.芝蘭会

館･京都.

3) 木村賛(1992):ニホンザル長骨の加齢による

変形.第37回プリマーチス研究会,犬山.言持

続要旨集.p.4.

4) 団松虫(1992):ケニア北部ナチョラ地域出土

の小型中新世毘昆類について.節46回人類学･

民族学迎合大会,研究発表抄録.p.5.

神経生理研究部門

久保田競･三上帝允･滞口俊之･中村克樹

研究概要

A)前頭弟の研究

1)コザルの前頭菜の発達の研究

久保田競 ･浮口京子1)

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を

学習させ,前頭連合野.運動連合野.運動野

にGABAやDOPAMINEの阻害剤を微塵局所

注入すると､反応の成績の低下と運動の障害

が一時的にみられる｡これらの変化と解剖学

的変化 を解 析 して. GABA 抑 制 や

DOPAMINEと前頭葉の発達の関係を明らか

にする｡

2)前頭葉の運動関連領野 (運動前野 ･運動野)

におけるドーパミン受容器の役割

搾口俊之ZI･久保田的･山根到')

遅延リーチング乏雫RBを訓練したサルの前頭

柔 く迎動前野 ･運動野)に各確 ドーパミン阻
告別を局所注入し,喜郎かこ及ぼす効果を行動

レベルで解析した｡さらに,遅延リーチング

叩裾に関係するニューロン活動を前頭葉から

記録し.イオントフォレシス法によって各種

1)研究輔佐貝

2)新技術耶楽団さきがけ研究21兼任 3)研究生
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ドーパミン阻害剤を微量投与して,ニューロ

ン活動に対する効果を調べた｡

3)リーチング運動に関する前頭葉の機能マッ

プ

山根到3)･淳口俊之･久保田競

遅延リーチング課題を行っているサルの前

頭桑の様々な部位へムシモールを局所注入し

て.注入部位と障害の有無･性質を解析し,

リ-チング運動に関する前頭葉の機能マップ

を調べた｡

4)前頭前野の作業記憶過程における情報伝達

物質の役割

葎口俊之･久保田競

前頭前野の作業記憶過程にどのような情報

伝達物質がいかなる役割をしているかを明ら

かにする目的で,眼球運動による遅延反応課

超とイオントフォレシス法を組み合わせた実

験を行っている｡

5)前頭前野の作美記憶機構

薄口俊之･長谷川良平4)･久保田競

作業記憶の脳内機構を調べるために,眼球

運動を反応に用いた作業記憶課題 (遅延反応

や遅延見本合わせ)を行っているサルの前頭

前野からニューロン活動を記録し,解析して

いる｡

6)単純視覚性反応時間課題におけるGABA

抑制の役割

植木浩一郎)̀･久保田競

学習課題を遂行中のサルの運動野の神経細

胞の活動を記録した｡また,それらのデータ

をもとに,大脳皮質の理論モデルを作った｡

モデルはコンピュータでシミュレーションし,

動作を確認した｡

7)視覚認知における前頭眼高回の役割

松元健二一)･中村克樹 ･三上章允･久保田競

視覚認知に基づく行動決定の脳内機構を調

べる目的で,様々な写真を識別 ･記憶する課

題連行時に,前頭眼高回ニューロン活動を記

録,解析した｡

B)側頭葉の研究

1)複雑な画像の識別と記憶の脳内機構の研究

4)大学院生

三上章允 ･久保田競･中村克樹

複雑な画像 (サルやヒトの写真など)の識

別,記憶の脳内過程を側頭連合野および海馬

で調べた｡

2)視覚機能におけるノルアドレナリンの役割

花薄明俊 )̀･三上章允･久保田競

第4次視覚野の神経細胞にノルアドレナリ

ンおよび関連物質を微量投与して,細胞の視

覚応答,自発活動への影響を調べた｡

3)視覚系における複数の運動検出板橋

花薄明俊一)･三上章允 ･久保田競

人間の視覚系に複数存在すると考えられて

いる運動検出機構が,アカゲザルに存在する

か調べた｡

4)視覚刺激に対する側頭葉ニューロンの応答

性

中村克樹 ･松元健二一)･三上章允 ･久保田競

側頭葉前腹側部のニューロンの応答が,刺

激のどのような要素を反映したものかを解析

した｡

論 文

一英文1

1) Li,B-M.,Mei,Z-T.,andKubota.K.(1992)

:BlockadeofnorepinephrinO-inducedinhi-
bitionintask-relatedfrontalneuronalac-

tivitybybicucullineinmonkeys.ChineseJ.

Physiol.Sci..8:285･289.

2) Mikami,A.(1992):Spatio･tomporalchar-
acteristicsofdirectionselectiveneuronsin

macaqueareaMTtestedbyasmallnum-

berofstimuli.Exp.BrainRes.90:40-46.

3)Mikami.A., and Fujita,K. (1992):

Developmentofdetectionofvisualmotion

in macaque monkey infants. Dev.

Psychobio1.,25:345-35.

4)Matsumura. M.,Sawaguchi. T..and

Kubota,K.(1992):GABAergicinhibition

ofneuronalactivityintheprlmatOmotor

andpremotorcortexduring yoluntary

movements.J.Neurophysio1.,68:692-702.

5) Sawaguchi.T.(1992):Thesizeofneocortex

inrelationtoecologyandsocialstructure

inanthropoids.FoliaPrimato1.,58:131-

145.
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6) Nakamura,KりMikami.A.,andKubota,

K.(1992):Activityofsingleneuronsinthe

monkoyamygdaladuringperformanceOra
visual discrimination task. J.

Neurophysiolり67:1447-1463.

報告･その他

一英文-

1) Kubota.K.andKawahira,K.(1992):Role

ofGABA8inhibitionintheprlmatemotor

cortex.Proc.of2ndTnt.GABAB Sympo.,

PharmaCOl.Communication,2:172.

2) Mikami.A.(1993):Visualdiscrimination

andmemoryinthetemporalassociation

cortex.Abstr.forSymposiumofDynamics

ofperception.13.

3) sawaguchi,TりAndo,ⅠりYamane,Ⅰりand

Kubota.K.(1992):GABA｡receptorsand

cognitivefunctionsmediatedbythepre-

rrontalcortexofmonkeys.Proc.or2nd

lnt. GABA8 Sympo., Pharmacol.

Communication,2:173.

-和文-

1) 三上章允 (1993):&TJ頭連合野における高次視

覚情報処理,Vision,5:19-26.

2) 三上章允 (1993):サルの大脳皮質の視覚情報

処理,視覚の進化と脳 (三上章允編)

pp:105-130.

3) 浮口俊之 (1992):認知心理学と神経科学を結

ぶ 1モデルとしてのフレームモデル.

Imago,3:178-191.

4) 薄口俊之 (1992):脳の進化.からだの科学,

168:34-42.

5) 浮口俊之 (1992):前頭葉の進化.神経研究の

進歩,37:14-25.

学会発表

一和文-

1) Kubota.K.(1992):Effectsofbicuculline

onlearnlngahiddenobjectpick･uptaskin

inrantmonkeys.Soc.Neurosci.Abstrり
18:103.ll.

2) Sawaguchi,T･,Yamane.Ⅰ･.andKubota,.K･
(1992):InvolvementorDldopaminorecep･

torsinpremotorcorticalfunctionsin

monkeys.Soc.Neurosci.Abstr.,18:355.ll.

3) Sawaguchi,T.,Yamane,I.,andKubota,K.

(1992):ActivationofDld_opaminerecep-

torinthopremotorcortexfacilitatesthe

neuronalactivityforreachingmovement.

Neurosci.Res..17S:220.

4) Yamane,ⅠHSawaguchi.TりandKubota,K.

(1992):Muscimolinjections into the

premotorcortexinduceddirectionalerrors

inmemory一guided reaching movements.

Neurosci.Resり17S:221.

5) Sawaguchi,T.(1992):Prerrontalcortex.

memorymapandmovement.JapaneseJ.

Physiolり42S:5.

6) Nakamura.K.,Matsumoto,K..Mikanii.

A..andKubota,K.(1992).･Visualresponse

propertiesofneuronsinthetemporalpole

ofmonkeys.Soc.Neurosci.Abstr.18:147.

-和文-

1) 薄口俊之(1992):共役実刑こおける大脳新皮質

の進化要EE:比較法による検討.第8【司霊長

類学会大会.霊長頬研究.8(2):182.

心理研究部門

小嶋祥三･松沢哲郎･藤田和生 ･

友永雅己･南雲純治l)

研究概要

A)チンパンジーの聴覚と音声に関する研究

小嶋祥三

音声知覚における文脈効果,プロトタイプ効果

を検討した｡また音の出る物体を用いて,感覚間

の見本合わせ課題により,聴覚一視覚の統合枝胞

作業記憶などを検討した｡

B)チンパンジーの身体知覚に関する研究

小嶋祥三

動作模倣研究の発展として.自ら見ることの出

来ない身体部位 (顔面 ･頭部)の知覚の研究を通

して.身体像を検討した｡

C)チンパンジーの認知的･言言吾的機能の比較

認知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己･

イバー-イバーセン2)･

伏見貴夫3)･目上耕司4)
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